
資料１

第２次赤磐市総合計画素案の構成

総合計画

総合計画冊子

序論 ⇒

まちづくりの目標１
一体感と和のある市民
参加のまちづくり（仮）

・みんなで進める協働のまちづくり
・心触れ合うコミュニティと交流
・人権を尊重するお互いを認め合う社会の形成
・男女共同参画社会の形成
・消費者保護の充実　　　など

まちづくりの目標２
自然と共生した快適で
安全なまちづくり（仮）

・環境施策の推進
・循環型社会の構築
・道路・交通ネットワークの整備
・上下水道の整備
・土地利用、市街地整備、住宅
・防犯体制、交通安全
・消防、防災
・情報ネットワーク
・公園、緑地、水辺の整備
・景観の保全、整備　　など

まちづくりの目標３
健康で安心して暮らせ
るまちづくり（仮）

・保健、医療の充実
・地域福祉の充実
・高齢者福祉の充実
・障がい者福祉の充実
・子育て支援の充実
・社会保障の充実　　など

まちづくりの目標４
産業振興による賑わい
と活力のあるまちづくり
（仮）

・次世代に誇れる持続可能な産業構造の確立
・グローバル社会に対応した産業基盤の整備
・時代をリードする新産業の開拓
・雇用、勤労者対策の充実　　　　など

まちづくりの目標５
豊かな心と文化を育む
ひとづくり（教育・文化）
（仮）

・次代を担うひとづくり（教育の充実）
・青少年の健全育成
・生涯学習社会の確立
・生涯スポーツの振興
・歴史文化の保存、創造と活用　　　　など

まちづくりの目標６
行財政運営の安定した
まちづくり（仮）

・計画的かつ効率的な行財政運営（行財政改革）
・広域連携によるよりよいまちづくり
・自立性の高いまちづくり　　　　など

実施計画

基本計画に沿って、個別具体的な事業の
計画とその経費を明らかにする。

基本計画
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人を呼び込むまちづくり（社会動態の増加）

・産業振興による雇用の創出
・移住・定住の促進
・教育環境が充実したまちづくり

結婚・妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支援
（自然動態の増加）

少子高齢化を伴う人口減少に対応できる社会づ
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現
状
分
析
・
課
題
抽
出

【
ま
ち
の
形
成

（
土
地
利
用
・
ま
ち
づ
く
り
構
想

）
】

「
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

」
と

「
地
域
同
士
の
連
携
・
助
け
合
い

」
に
よ
る
赤

磐
市
全
体
の
活
性
化

基本構想

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
目
標

【
将
来
人
口
の
目
標

】

　
　
４
２
，
０
０
０
人

【
将
来
都
市
像

】

　
　
人
“
い
き
い
き
”
ま
ち
“
き
ら
り
”
活
力
あ
る

、
住
み
よ
い

、
住
み
た
い

、
赤
磐
市

【
基
本
理
念

】

　
　

「
あ
ん
し
ん

」
　

「
う
る
お
い

」
　

「
に
ぎ
わ
い

」
　

「
つ
な
が
り

」


